
甲府東高等学校 

20２3.１１.２７(月) 

第９号 

 

 

 

 

 

 

「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

           「メカトロニクス」 

                         学年主任 植原孝仁 

最近、車を購入した。最近の車は高額になったと感じるが、その分、安全装置も多数ついており性能

も格段に上がっていると感じる。自動車といえば、昔は機械というイメージだったが、今は、電子部品

が多く、エンジンについてもコンピュータ制御されている。山梨大学の工学部に、機械装置を表す「メ

カニズム」と電子工学を表す「エレクトロニクス」を合わせた「メカトロニクス」という和製英語から

とった「メカトロニクス工学科」があるが、今や自動車は「機械」というより、「メカトロニクス」と

いった方が適切なようである。調べてみると、自動車や時計、カメラの他、ロボット、ハードディス

ク、CDプレーヤー、自動改札機、ATM などもメカトロニクスによって成り立つものだそうだ。 

さて、今回車を買うに当たり、少しでも節約しようと、ナビ・オーディオや ETC 等はネットで購入し

自分で取り付けることにした。YouTube を見ると多くの人が簡単そうに取り付けていたし、それらの

人々は「難易度は決して高くない」と言っていたからだ。全く知識がなかったので YouTube を見て予

習し、車の内張はがしや電工ペンチなどの工具も購入した。準備万端のつもりで、納車日の午後、早

速、取り付けようと試みた。しかし、やってみると全然うまくいかない。途中で部品が足りないことに

も気が付いた。結局その後、何回も部品を注文することになり、さらに、問題点も浮き彫りになり、２

週間くらい経った今でも完成していない。でも、やってみるととても勉強になる。予習して十分準備し

たつもりでも、実際にやってみないと「分かったつもり」だったことに気づけなかった。また、今まで

興味がなかったことも、完成に少しずつ近づく過程は結構楽しい。次の部品が届いたら続きの作業を楽

しもうと思う。学ぶことの本質に気づかされた気がした。 



「財産は絆‼」 

                                                                  ２組副担任 奥山誠一 

 

先日、山梨県某市飲食店、甲府東高校○○期○○部卒業生の会に招待してもらった。 

約 35年前に卒業していった、卒業以来の再会となった。招待され、うれしくて二つ返事で出席を快

諾したが、不安はあった。みんなどんな風な人生を歩んできたのか、健康だろうか、見てわかるだろう

か、自分の容姿もだいぶ変わってしまっている・・・。でもそんな心配は、再開の瞬間、吹き飛んだ。 

「おう、久しぶり」「ご無沙汰しています」あった瞬間 35年前にタイムスリップした。みんなすぐ

に分かった。変わっていなかった・・・（多少見た目は変わってはいるが、中身も特徴もそのままであ

った）私も外見は劣化していたが、声が全く変わっていなかったと言われホッとした。 

その後は、想像通り、十代の彼らが当時と全く同じように話して、笑って、ふざけ合って、楽しい時

を過ごした。聞くと、ゴルフにハマっているとか、釣りだ、キャンプだ、トライアスロンだ・・・趣味

もアクティブで多彩だった。もちろん仕事の愚痴や困難さ、理不尽さも話題に出てきた。転職を繰り返

して現在がある話や、稼いだ話など、本当に様々である。50歳を越えると、それぞれの人生はそれな

りに深い。4人の子育てをほぼ終えた女子マネージャー、女の子 3人を育てつつある父親、習い事を掛

持ちしている小学生のパパ、子供はいないが夫婦円満な者、独身貴族もいる。それぞれの話が実に愉快

だ。私も孫の自慢をしてしまった。（じじバカである） 

彼らが皆、口にしていたことは、高校時代の 3年間が実に濃密で充実していたということだ。高校 3

年間の思い出がその後の人生の糧になっている。そのことについては全く同感である。心の支えは高校

の時、頑張っていた仲間とその思い出、上手くいったことだけではなく、失敗したことが忘れられな

い。・・・人生の教訓になっているそうだ。 

高校 3年生の皆さんは、現在苦しい時の真最中かもしれない。しかし、今の頑張りや、仲間の存在、

絆がきっと将来の糧になるはずである。甲府東高校で過ごす日々もだんだん少なくなってきた。これか

らも、毎日、焦らず、弛まず、諦めず、目標に向かって仲間とともに頑張ってください。甲府東高校の

3年生の皆さんの健闘を心から祈っています。 

 

 

「求めよ、さらば与えられん。」 

                                                                  ３組副担任 渡邉あかね 

 

タイトルに掲げたものは、卒業生へのはなむけとして私が好んで用いる新約聖書の一節だ。与えられ

るのを待つのではなく、自ら貪欲に求め努力する大切さを説く言葉だと理解している。 

山梨県出身の作家、林真理子氏はベストセラー『野心のすすめ』の中で、「やってしまったことの後悔

は、日々小さくなるが、やらなかったことの後悔は、日々大きくなる」と述べている。年齢を重ねた私に

とって切実な実感を伴って胸に響く言葉だ。「あのとき、○○してみればよかった」と今になって後悔し

ても、時すでに遅し。後悔の念にふたをして、やらなかったことも含めて、これが自分の選択であったと

考えるほかはない。けれども、まだ若い皆さんにはできればこのような後悔はしてほしくない。 

 先日進路についての雑談をしているときに、ある女子生徒が将来の目標として、会社を立ち上げて社

長になりたいという夢を語っていた。実現できなかったら恥ずかしいとか、言ったら笑われるんじゃな

いかと、自分の夢を言いたがらなかったり、容易に実現できそうな目標にすりかえたりする傾向がある

中で、とても微笑ましく感じた。堂々と大きな夢を語るのは若者の特権。大風呂敷を広げるくらいで丁度

いい。 

 すべてが自分の思い通りにいくわけではないが、何もせずにひたすら受け身でいて素晴らしい人生が

開かれるはずもない。どのような人になりたいか、どのような人生を送りたいか、何をなすべきかを考え

て、それに近づくように自ら行動するしかない。失敗を恐れず、果敢に挑戦する姿勢を持ち続けてほし

い。夢広がる未来を思い描きながら、今はまず目の前の受験の難局を乗り切りましょう！ 

「求めよ、さらば与えられん。尋ねよ、さらば見出さん。門を叩け、さらば開かれん。」  


